
　
俳
　
句	

　
　
　
　
　

稲

井

爽

秋

選

兄
無
口
弟お
と
と

饒じ
ょ
う
ぜ
つ舌

温ぬ
く

め
酒ざ
け　
　
　
　
　
　
　

菅　

正
子

鰯い
わ
し
ぐ
も雲
下
校
の
子
ら
と
つ
れ
だ
ち
て　
　
　

秋
山
露
子

地
蔵
堂
周
り
一
面
彼
岸
花　
　
　
　
　
　

高
橋　

和

秋
風
を
車
に
入
れ
て
小ち

さ
き
旅　
　
　
　

森
本
郁
子

秋
祭
ど
こ
へ
も
行
か
ず
誰
も
来
ず　
　
　

三
谷
福
美

栗
拾
ふ
無
口
な
人
と
な
り
に
け
り　
　
　

三
好
清
信

コ
ス
モ
ス
の
縺も
つ

れ
は
風
が
解
き
ほ
ぐ
す　

大
森
妙
子

朝あ
さ
さ
む寒
や
打う
ち
ぬ
き抜
の
水
手
に
や
さ
し　
　
　
　

稲
生
清
子

　
川
　
柳	

　
　
　
　
　

金

子

一

孝

選

カ
ラ
オ
ケ
で
衣
裳
に
負
け
る
曲
悲
し　
　

藤
原　

博

お
茶
席
の
ひ
と
と
き
楽
し
世
を
忘
れ　
　

神
尾

子

宮
掃
除
話
し
弾
ん
で
手
足
留
守　
　
　

藤
田
ウ
メ
ノ

抹
茶
飲
む
孫
の
作
法
に
目
を
細
め　
　

越
智
富
美
子

秋
晴
れ
に
神
輿
拝
ん
で
老
い
二
人　
　
　

薦
田
啓
太

老
い
の
道
程
々
に
し
て
身
を
守
る　
　
　

近
藤
忠
夫

晩
学
へ
太
陽
よ
り
も
早
く
起
き　
　
　
　

真
鍋
正
利

栗
拾
う
仕
合
せ
拾
う
温
か
さ　
　
　
　
　

三
好
清
信

　
短
　
歌	

　
　
　
　
　
　
田

坂

　

幸

　
選			

宇
和
海
を
見
下
ろ
す
丘
に
わ
が
立
て
ば
秋
日
に
霞
む

日ひ
ぶ
り
じ
ま

振
島
見
ゆ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

余
吾
秀
利

盲
目
の
師
と
語
る
夜
琴
爪
を
外
せ
し
指
に
も
ど
る
温

も
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

越
智
幸
子

ち
ゃ
ん
付
け
で
呼
び
合
ふ
友
ら
集
り
て
古
希
同
窓
会

は
二は

た

ち

十
歳
の
華
や
ぎ　
　
　
　
　
　
　

奥
村
三
重
子

芋
炊
き
に
名
月
仰
ぎ
さ
か
づ
き
を
友
と
交
せ
ば
気
も

空
も
澄
む　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
川
数
馬

茶
室
に
て
抹
茶
と
菓
子
の
深
い
味
秋
の
夜
長
に
時
を

忘
れ
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

越
智
富
美
子

散
歩
道じ

の
神
社
仏
閣
に
手
を
合
は
せ
病
癒
え
よ
と
祈

り
つ
つ
行
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

加
藤
千
賀
子

同
期
会
傘
寿
の
祝
賑
や
か
に
二
年
後
に
ま
た
会
は
ん

と
約
す　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
橋
ト
シ
子

敬
老
会
肚
に
ひ
び
け
る
伊
勢
太
鼓
幸さ
ち

う
す
き
世
と
思

へ
ど
楽
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
本　

昇

■
俳
句
・
川
柳
・
短
歌
　
作
品
募
集

　

作
品
は
、
読
み
や
す
い
書
体
（
楷か

い
し
ょ書
等
）
で
作
成
し
、

俳
句
・
川
柳
・
短
歌
の
別
を
書
き
、
漢
字
に
は
ふ
り
が

な
を
振
り
、
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
明
記
し
、
毎

月
１
日
ま
で
に
担
当
課
へ
郵
送
・
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
先　

　

〒
７
９
３
―
８
６
０
１　

明
屋
敷
１
６
４

　

西
条
市
役
所　

広
報
広
聴
課　

広
報
係

　

℡
０
８
９
７
―
５
２
―
１
２
０
４
（
直
通
）

▲㈱コス21勤務

　李　福偉さん

（いしづち日本語クラブ）

　　　　　　　　　　　　　　　　　中国山東省からまいりました。山東省には世界遺産認定

　　　　　　　　　　　　　　　　の泰山があります。西条の皆さまにとって石鎚山が特別な

　　　　　　　　　　　　　　　　存在であるように、私にも泰山は一番に思い描く山です。

　　　　　　　　　　　　　　　　寂しい時、何度も思い浮かべました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　来日時は西条の豊かな自然と、きれいでおいしい水に驚

き、道路や公園がきれいなことに感心しました。中国では清掃員がいますが、清掃してくれる

からと皆がごみを捨ててしまうため、逆にあまりきれいではありません。学校を見学したこと

はありませんが、日本では清掃はトイレに至るまで生徒が行うと聞き納得しました。また、そ

ういう精神は職場でも同じです。整理整頓がきちんとされていると仕事の効率も上がります。

　会社では技術だけでなく、協力し不良品ゼロを心掛け、何重にも行う確認作業の大切さを学

びました。職場では厳しい上司ですが、休憩時間には会話を交わします。緊張がほぐれて気分

転換できます。時々スポーツの話題になります。私もよくサッカーを見ます。本田選手は素晴

らしい選手だと思います。中国のチームは強くありません。きっと日本はチームとしての団結

力が固いのですね。

　帰国が近づき、家族に会える嬉しさとお世話になった西条を離れる寂しさを感じています。

初来日の場所が西条だったから頑張れたと思います。ありがとうございました。

西条の人と
　　自然に支えられて
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